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❀『札幌地区自動車解体処理協同組合が解散』20.9.20.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

昭和５４年１０月、札幌近郊における自動車解体事業者による親睦団体を発足、後に、札幌市などから行政等

の事業行うために、責任法人として平成３年２月移行、札幌市内における放置車輌の撤去並びフロンガスの回

収破壊等の事業など、自動車リサイクル法の施行により解決してことを踏まえ。１７年の年月を経過、所期の目的

を達成解散となる。同時に、一部の事業を北自協に引き継いだ。思い浮かべると、素材等の下落が長期間に及

び組合員(２４社)のために何をすれば良いか。共同出苛事業に取り組み、ある時は研修旅行を企画、また、フロ

ン回収事業を行い業界の地位向上に努めた１7 年であった。 

解散総会を定山渓のホテルで行い、活動に終止符を打った。解散総会には加盟各社代表者１６人が参加。

席上石上理事長は「札解協は解散するが‟廃車処理は我々の使命„という組合のポリシーは、北海道自動車処

理協同組合に引き継がれ、これからも絶えることなく生き続けるだろう」とあいさつ。出席した組合員は総会後の

宴席でこれまでの歩みを振り返って懐かしんでいた。 

     

      (石上理事長を囲む理事)                   (組合員に挨拶する南相談役)                 

札解協は、事業の主としてきた札幌市内の放置車輌対策事業が「自リ法」の施行に伴い激減と北自協との重  

複組合員であることも解散の切欠となった。放置車輌対策事業は北自協札幌支部が引き継ぐ。札解協の初代理

事長を務めた南可昭北自協理事長は、平成１４年度の通常総会で引継ぎした石上理事長に労いの言葉と「札

解協メンバーの結束の強さや熱意は設立当初から今日まで変わらず、発展的な解散と受け止めている。また、

北海道の同業者に与えた組合員活動があったから現在の北自協がある。これからは新たな気持ちで北自協の

活動に取組んでもらいたい」としている。 

 札解協は、前身母体であった「札幌会」会長石上満(前石上車輌社長)が会員の相互の調和を大切に、自動車

解体業界の前途を真剣に考え導いてくれた。石上満氏を失い、中山社長、山本社長、森下社長などの他界で、

微力ながら、私(南可昭)が１１年間務め、平成１４年度の総会で石上剛社長に引継ぎ円満に事業活動が行われ

発展的、解散が出来たことはなによりであった。 

  

(思いでを語り合う石上理事長)                 (祝宴の〆を行う伊丹会長) 
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❀『東区における長期不適正廃タイヤ撤去作業』20.9.24.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  
  (北自協理事が作業状況を見届ける)      

    

２０年５月９日，札幌市環境局の撤去要請を受け 
北自協の「廃車処理は我々の使命」の一端事業活

動として、(三光産業)並び(石上車輌)等の協力を頂
き約２万本の廃タイヤを処理した。この度の廃タ

イヤの撤去作業は、札幌市東区の元運送会社社長

の男性(６２)が他人の土地に古タイヤ約２本を放
置している問題で、札幌市は２４日午前、廃棄物

処理法に基づく行政代執行で古タイヤの撤去を始

めた。

※ 

有
価
物
と
視
聴
す
れ
ば
行
政
指
導
が
出
来
な
い
内
に

廃
棄
物
は
増
大
す
る
。
早
期
発
見
、
早
期
撤
去
の
鉄
即
が
実

を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
ず
、
社
会
的
問
題
と
な
る
。
最
後
に
税

金
等
で
処
理
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。



 263

❀『利尻町・利尻富士町を訪問』20.10.16.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  平成１０年５月１０日～１８日の８日間、北自協のスローガンである、≪責任ある廃車処理≫垂れ幕  

 を回収車両に掲げ(５２Ｐ)１０年を向かえ、稚内市で会合がある機会に前日、南理事長・石上専務が利  

 尻町・利尻富士町を訪問した。周囲６０キロの両町内に分散して置かれた廃車ガラの姿は見わたらない。 

  １０年目に当地を訪問し、当時の原状が脳裏に浮かびました。切っ掛けは、私が当時環境生活部の小

笠原部長に北海道における不適正長期車輌等について、一掃をする事業を北自協に委託できないかと働

きした結果が利尻島における撤去事業となった。独断で北海道に働きかけ事業委託が掛けられ、理事会

に報告した結果、理事から予算はあるのか。撤去台数は何台か。原状はどの様になっているのか。 

  理事会であらましを報告した結果、現時点では回収事業は困難との結論となった。助け船がでた。 

 当時の佐藤専務理事が、理事長が受けたのであれば２社で行うことを提案してくれた。結果、理事から

２社に任せることは出来ないとの声で、現場確認をすることで前向きに検討された。安堵(あんど)はし

たが現場に行くのが不安であった。結果的には無事組合員の協力で終了した。 

     

    (利尻富士町を訪ね田村副町長と対話)                    (利尻町を訪ね田嶋町長と対話)      

     

    (放置車両が捨てられていた現状)                     (整地されパットゴルフ場となっている)      

    

(穴に捨てられていた廃車ガラ)                  (捨てられていた廃車ガラが回収された現状) 
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❀『ＮＧＰ総会で斉藤環境大臣と名刺交換』20.10.27.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

   

❀『ＨＶバッテリーなどをテーマに講習会』20.11.7.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  日本ＥＬＶリサイクル機構(ＪＡＥＲＡ、酒井清行代表)主催の「ハイブリッド車バッテリー取外し作業研修会」が７日、

北海道職業能力開発協会で開かれた。同機構認定のインストラクターに対する講習会で、当日は一般メンバー

(組合員)の実務者を含む約７０人が出席した。また自動車リサイクルシステムの誤入力防止とフロン・エアバッグ

類の適正回収に関する研修も合わせて行われた。 

    
(清水総務部長の進行でスタート)         (促進センター佐藤部長が誤入力防止について説明を行う。)      

    
                            (豊田メタルの霜鳥主事が説明する)      

  

                          

 

  

     

 

(自再協)の柴田芳徳リーダーが、回収が義務付けされている

フロン類、エアバッグ類の適正業務につて説明。 

柴田氏は「回収に携わった人が不適切な方法により、大けが

をしたケースなどが報告されている。 

ＮＧＰ総会終了後の懇親会で斉藤環境大

臣と名刺交換の機会があった。北海道では

風間先生とのお付き合いをしていること

をゆうと、昨日、登別の市長と訪ねてきた

との話をしてくれた。また、少ない時間の

折り、政府として希少金属の回収を行うた

めに携帯電話など回収に取り組むことを

紹介して頂いた。わが国は「地上資源」な

どとゆわれる資源の宝庫である。是非、回

収に取組んでほしいと話し掛けてくれた。



 265

ハイブリット車(ＨＶ)のバッテリーの取外しについて、実技講習会を開催 

     
      「使用済自動車」の解体に際して、バッテリーを取外しする場合は、高圧電流 

(３００Ｖ)が流れているのでゴム手袋を着用して作業を行うこと。 

     
         (取外したオレンジのフックは自分で責任を持って保管する ) 

     
              (フックなどを取外し後、テープ類を張る)      
 環境問題は２１世紀の大きな課題であることから、自動車リサイクル業者して避けることは出来ない。 
  インストラクター制度の導入により、フロン・エアバッグ類の取扱いに更なる取組みが不可欠である。 

☜

☜

☜
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❀『北海道洞爺湖サミット道民会議から感謝状』20.12.10.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇



 267

❀『静岡県自動車解体協同組合主催交流会』21.2.15.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  静岡県自動車解体業協同組合(宮下昌之理事長)が呼びかけ「自動車解体業者地域交流会２００９」が１５日、

静岡県静岡市のニッセイ静岡駅前ビル会議室で開かれた。鉄スクラップ価格の暴落、使用済み自動車発生量

等の減少と解体業界の先行き不透明感が強まることに伴い、解体業者が自主的に交流し、情報交換を求める動

きが強まっている。広い地域から参加。解体業者地域交流会には、静岡自動車解体協同組合のほかに、神奈川

県自動車リサイクル事業協同組合(藤井信之理事長)、山梨県カーリサイクル協同組合(田中宝理事長)、が理事

を伴い参加、また、北海道自動車処理協同組合(南可昭理事長)、茨城自動車リサイクル協同組合(川又正行理

事長)、埼玉自動車解体業協同組合(榎本壙理事長)、大阪自動車産業協同組合(宮本眞希理事長)、長野県ＥＬ

Ｖリサイクル協議会(森下秀次会長)、新潟廃車処理協同組合(田村幸生専務理事)、千葉県自動車解体業協同

組合(成田巌元理事長)、の各地区代表者出席した。なぜ、此度の地域交流会が開催されたのか。私の個人的

意見として、組合を設立した経緯があると思う。組合は組合員のために作られた。参加組合員の諸々の諸問題に

取り組むのが地域組織である。地域の総体的意見を集約して国、並び自動車関連団体等に伝達するのが、

我々の参加しているＥＬＶ機構ではないか。現在のＥＬＶ機構の活動は事務的資金などにより、主たる事業活動

が見えない。「金は力なり」とのことわざではないが、先立つ物がなければ理想は叶えられない。卵が先か、鶏が

先かの水掛論議に過ぎない。金は出さないが、口を出す。ＥＬＶ機構に求められているのは、半世紀に及び間静

脈を担ってきた業界の存続である。ＥＬＶ機構に関する不満等を踏まえ此度の交流会となった。 

   本来であれば、全国規模の意見交換の場を構築することが望ましい。みんなの意見が通ることは出来ないが

組織の活性化につながる。批判をするために交流会が開かれたのではなく、業界のリーダーが組合員のために

議論を深めることに意義がある。是非、地域団体等の意見を集約して次世代に引継ぐ勉強会を願う次第です。 

   

(静岡県協同組合宮下理事長の開催挨拶)                    (各地域の組合員等)      

   
 (神奈川県自リ協同組合大橋副理事長の発表)      (外川教授の「ＥＬＶガイドライン」の作成発表)    
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❀『自動車リサイクル法公開セミナー』21.3.13.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  経済産業省は１３日、全国初の「自動車リサイクル法公開セミナー」を札幌で開催した。自動車リサイクルにつ

いて広く一般ユーザーの理解を深めてもらおうと企画したもの。１７日に神戸でも開く。セミナーにはユーザー、リ

サイクル事業者など約４０人が出席。２部形式で第１部は基調講演で➀荒井孝経産省自動車リサイクル室長が

「自リ法の施行状況」、➁吉岡篤史ＪＡＥＲＡインストラクター(二協自動車商会専務)は「解体業者の取り組み」、➂

浅妻裕北海学園大学経済学部准教授が「環境とリサイクル」とそれぞれ各テーマを解説した。第２部はパネルデ

ィスカッション。コーディネーターに浅妻氏、パネリストは荒井氏と吉岡氏、北海道自動車処理協同組合の南可昭

理事長、北海学園大４年の工藤かさねさんが務めた。南氏は中古部品について「ＣＯ２削減につながる環境に

優しい商品」をアピール。ユーザー代表の工藤さんは「自動車リサイクルの理解を広めるには幼いうちからの教

育が必要。小中学校の社会科見学に解体工場を採用しては」と提案した。 

     

    (荒井室長を囲みセミナーの打合せ)                  (自動車リサイクル室長による担当報告)      

❀『「自リ法」による更新の申告状況』21.5.1.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  北自協の組合員の多くは、本年６月までに更新の申請をしなければ成りません。特に、札幌市内の事業者に

おいて市街化調整区域内で事業を行っている方には、建築物等に関する問題等が発生する傾向にあります。

組合として関係部局に出来るだけの配慮をお願いするつもりです。ご心配がある方は事務局にご連絡をお願い

致します。現時点では札幌市を除いて大きな問題等が発生していないように見受けられます。ここで、札幌市の

更新に関する条件は当初、市街化区域で建築確認を行うことなく建屋がある場合は、更新を認めないとの説明

であった。北自協は組合員のための生活を確保する事業の一環として、「自リ法」による更新を側面から協力する

ことを掲げ、札幌市環境局(許可担当部局)と話し合いを行って居ります。 

   総論では、市街化区域内における違法建築物等については、速やかに開発行為を建築課に申請、開発行為

を行うべきとの回答であった。各論では、「自リ法」に義務付けされている建屋については拡大解釈では建屋らし

き物を含み「みなし許可」を廃棄物処理法の取得者に交付したと思う。此度、５年の更新時を向かえ「みなし許可」

で取得している事業者は、他法を踏まえ新規申請をしなければならない。ことが考えられる。 

 ここで、「自リ法」について、再確認をすると、「自リ法」での建築物に対する概要は、⑴引き取った「使用済自動

車」の保管施設には人がみだりに立ち入らない囲いが義務付けされている。⑵解体施設については、建屋内で

行い、作業場以外の場所で解体行為を行う時は廃油などの地下浸透を防止するため、床面を鉄筋コンクリートで

築造することが義務けされている。問題の市街化調整区域内での建物等については、原則的に違法建築物とな

ることから、速やかに撤去しなければならない。だが、「自リ法」では既存の自動車解体業については、特例ともい

われる、開発行為を都市計画法により許可が必要とされているが、都道府県知事等により開発の許可がなされる

場合がある。既存解体事業者にこの文言が適用された。まず、関係部局に申請を出し、審議の結果を踏まえ、正

規の開発行為を行うことが可能となる。この様な自動車リサイクル業者に対する配慮を鑑み速やかに来る措置な

どが望ましい。札幌市環境部局は市街化調整区域での建屋については、改善指導命令を条件に許可申請を受

け付けるのではないかとの判断で了承した。当然、先に開発行為を行った事業者に対する配慮もある。 
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❀『石狩市親船町における自動車廃棄物の堆積現場』21.5.3.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 去る、５月３日、ドライブ中に下記の自動車廃棄物の堆積現場を見て俄然とした。後日担当行政である

石狩支庁を尋ねた。一見、鉄くずの山に見えるが近寄るとバンパーやシートなどの廃棄物である。 

  行政の回答では、数年前から撤去指導を行っているが一向に処理する傾向にない。其の内に所有者が

との連絡が取れない状況となった。以前に所有者に撤去を要請した際の回答は有価物であると主張する。 

 たしかに、一部有価物である鉄クズ素材等が見受けられるが大半が廃棄物と思われる。「廃棄物の定義」

の曖昧(あいまい)も原因と挙げられる。北自協が取組んできた、不適正長期体積車輌並び廃タイヤなど

の原因には行政指導の権限が通用しないことが上げられる。早期発見、早期治療の基本的システムの構

築を確立しなければ解決は出来ない。        

   
   札幌市清田区のごみ回廊問題は、行政が警察当局との連携で２０数年間における撤去作業が実った

成果と思う。有価物の主張を覆して一例である。いつの日か廃棄物がなくなるのか。 

❀『天売・焼尻島の長期不適正車両等の撤去要請の打診』21.5.10.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  自動車リサイクル促進センターから離島における撤去支援事業について提案を受ける。全国的には無数の離  

 島が存在している。北海道には、５島「利尻島・礼文島・奥尻島・焼尻島・天売島」自動車は今や日常生活には必  

 要不可欠な輸送と交通の手段である。だが、自動車としての使命(目的)を果たすと廃棄処分をしなければならな

い。鉄クズ素材の価格が安定している時は自然体で流通するが、一端、価格低迷になると引き取り手がなくなる。 

  特に、離島は潮風にただされ自動車としての車齢は短い。中古部品の再生は難しい、付加価値がないため引

き手がない。同時に処理費用が嵩み不法投棄や不法体積が社会的問題となっている。廃車にする場合車検のあ

る内に本道に輸送しなければ通常の倍以上の処理費用がかかる。離島から本州(本道など)までの海上輸送費が

負担となる。自動車リサイクル法はこの様な諸問題等を解決することを踏まえ施行された。 

  此度の離島対策支援は、本土との差である海上輸送費の負担を軽減し、使用済自動車(廃車)の滞留を防止す

ることを目的とし、海上輸送にかかる費用のうち８割が補助される制度。本事業の原資となるお金は、預託されたリ

サイクル料金のうち、フロン類の再利用や中古自動車として輸出されリサイクル料金の返還請求がない場合等に

発生したお金です。依頼を受けたが社会貢献が出来るか。もしかしたら、道内における最後の廃車処理かもしれ

ない。問題は台数が少ない。利尻島の場合は車輌換算８００台ほどがなったので産廃船(３艘)を利用して道内に

運び入れた。天売島には４７台、焼尻島１７台、産廃船を利用するには台数が少ない。旅客フェリーを利用する場

合、大型トラックの制限がある。プレスして①１０台～１５台積むと積載オーバーとなる。②４トン車に２台～４台を運

ぶには１０台以上の車輌が必要となる。車輌を多く使うと車輌代と人件費が過大となる。簡単には計算が付かな

い。 

 残念だが断言するしかないのか。組合の使命を達成できない。ジレンマだけを感じる。 

海上輸送費＋積み込み積み下ろしにかかる荷役費用の８割負担 
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平成２１年８月１２日、道庁にて、天売・焼尻島における不適正車輌等の回収について、環境生活部 
リサイクル促進センター(再資源化支援部)、北自協(南理事長)の関係機関と事前検討を行った。 
南理事長が８月９日、天売・焼尻航路羽幌沿海フェリー〔株〕を訪問した。前日に羽幌町環境衛生係

(0164-62-1211内線 105)長原職員に電話連絡を沿海フェリーの担当者に事前連絡をお願い訪問した。 
沿海フェリーの業務部長(浜本和孝)さんが親切な対応をして頂いた。0164-62-1774 

◎まず、フェリーの輸送能力等を尋ねた。 
1. 重量制限は、総重量が３０トン(①はクリア出来るが移動プレス機の経費負担と事前選別が必要とな
る)。また、現地での解体作業が行うことが出来るか。などの課題が生じる。 

2. 高さ制限が３.７メートル以内 
3. 時期的にフェリー運行に変更がある。②４トン車で、数十回で運搬するには天候状況に左右されるこ
とからスケジュールが取りづらい。 

4. 事前に予約が必要である。 
◎現地から廃自動車を羽幌町に移動する手順等について検討した。 
1. 北自協組合員のトラックを使用して羽幌町まで。 
2. 現地プレスしてトラックを使用して羽幌町まで。 
◎現地から艀(はしけ)を利用して羽幌町まで。 
1. 艀を持つ萌州建設(ほうしゅうけんせつ)担当青塚様、0164-42-2255 
フェリーを使用して羽幌町までの 
1. ４トン車(ユニック車)を利用した場合には２台が限度ではないか。 
2. １１トン車を利用する場合には４台～６台が限度ではないか。 
3. フェリーを使用した場合輸送する車両が多く使われるため経費が嵩む。 
◎はしけを使用した場合の輸送費は、約１００万円。(５０トンクレンを含む) 
◎はしけの面積は、長さ３０メートル 幅１４メートル 
◎輸送時期は来年５月ころが条件的には可能である。９月～１０月ころで実施したい。 
●撤去作業における確認事項 
1. 放置車両等の扱い。 
2. 「自リ法」による扱いとなるのか。預託金の件。 
3. 廃棄物処理法を適用するのか。 
 
なお、当事業について問題点が浮き彫りとなった。肝心の羽幌町の出方である。２年ほど前に町議会員か

ら、観光地である利尻島における長期不適正車輌等の撤去を行った事業について、当天売島・焼尻島も観

光地であることから撤去支援の要請があった。その後、リサイクル促進センター前向きに検討を行うこと

で進めてきたが、金銭的問題もあり話が途切れていた。金銭問題を後にして羽幌町が行う事項について協

力が出来るかが焦点となる。 
1. 所有者が撤去作業に協力をするのか。原則的に「預託金」の離島対策支援を活用するためリサイクル
券が必要となる。所有者が預託金を負担するのか。 

2. 所有者が車輌等の処理に賛同するのか。の確認を得た上で、北自協から「北海道リサイクル推進協議
会」の開催を要請。 
北自協としてのスローガンである、「廃車処理は我々の使命」を掲げ、全道一円の長期不適正車

輌等の撤去を行ってきた観点から是非回収事業を行いたい。 

 

 

天売・焼尻の長期放置車輌の現地写真は次ページ☟ 



 271

    
 

   
 

   
 

   



 272

   

     

    

    

焼尻島における放置車輌を写真で紹介 
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❀『ＪＨＲ佐藤理事長が「レッカー業」を産業分類業種に』21.5.26.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

   

❀『社団法人日本鉄リサイクル工業会北海道支部定期総会』21.5.20.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

   

      (基調講演と意見交換を致す、中辻会長)                    (祝杯の発声を行う、南理事長)      

例年、鉄リサイクル工業会北海道支部の定時大会に北自協理事長としてご案内を頂き懇親会等での祝杯の 

ご指名を頂いて居ります。総会終了後の組合員との意見交換会には、前代の会長並び現職会長等から貴重 

なご意見を聞くことが出来大変参考になります。 

● 「エコカー」って限りある地球の資源を大切にしていこうというのが、「エコ」の精神だが、石油を浪費し、
CO2(二酸化炭素)やNOｘ(窒素酸化物)を排出する自動車は、エコと正反対の存在だ。２００６年度のある調査

によれば、私たちが排出するＣＯ2 のうち全体の４分の１が自動車の排気ガスとも言われている。そこで、環境

にやさしく、クリーンな自動車を作るために、石油燃料以外の資源で車を動かす技術が開発されるようになっ

た。このように、脱石油燃料を目指したのがエコカーで、エンジンとモーターを搭載した「ハイブリットカー」、家

庭用電源で充電できる「ブラグインハイブリットカー」モーターで走る「燃料電池車」などがある。 

 

北自協の副理事長を務める佐藤正

良社長が、総務省を訪ねレッカー

業の日本産業分類業種指定を求め

て、地元選出の石崎岳総務副大臣

に要望書を提出した。我々が所属

する業界は自動車中古部品卸販売

業として「平成１４年１月」に指

定を受けた。私が個人的に総務庁

を訊ねたのはＳ５９年７月、その

後、経産省自動車課が取上げ、平

成１４年度の更新時に業種指定を

受けた。法的施行前には自動車解

体業者は全国で６千社があり、自

動車産業界の静脈を担ってきた。

一方、レッカー本業は５００社ほ

どではないかと推定される状況で

指定を受けることは画期てきであ

る。１２年度改訂に登録されるこ

とを願う。 
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❀『平成２１年度北海道自動車処理協同組合総会』21.6.5.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  ２１年６月６日、当センターで北自協の総会が開催され、１年を向かえ、昨年の７月にはリサイクル業者として未

曾有の体験をした。トン６万５千円、本来では素材等の価格の高騰を願う半面、使用済自動車の価値観が急激

に高騰し、いわゆる投機マネーの投資しとなった。資金力の乏しい事業者は競争原理に勝てず極端な廃自動車

の仕入れが減少した。２６９ページ(鉄スクラップ市況推移表)で分かる様に１１月には１万円ほどとなった。５月に

は２万ほどとなったが、素材等の高騰は業界として喜んではいれない。廃自動車に類似する車両等がオークショ

ン市場に流れ、大手のリサイクル業者や外人バイヤー等に流れた。更に、小規模事業者は入庫減となった。 

   本年は役員改選を伴い、組合員のための組合事業に更なる事業計画を実りある２１年度にすることを満場一

致で決議した。 なお、再選された理事等については、日刊自動車新聞・陸運情報社等で報告させて頂きま

す。   

   

(理事会風景)                                     (総会風景) 

   

       (南理事長挨拶)                                   (基調講演会) 

     

             (日本自動車リサイクル部品販売団体協議会、会長代行 清水信夫氏の基調講演)      

 



 277

  

(日刊市況通信社 三上慎史氏の講演)            (懇親会における南理事長の挨拶) 

  

   (吉川 清盛 経済産業副大臣の挨拶)             (石崎 岳 総務副大臣の挨拶) 

  

  (真藤 邦雄 北海道環境生活部次長の挨拶)         (柿本 純 自販連札幌支部長の挨拶) 

  

(渡部 和正 日本鉄リサイクル工業会事務局長 乾杯)        (石崎 岳 総務副大臣と対話)   
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２１年度 北海道自動車処理協同組合 
 

 

 

 

 

総会・講演・懇親会 
式次第 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と き : 平成２１年６月５日(金曜日) 

ところ : 札幌コンベンションセンター 

 

 

 

北 海 道 自 動 車 処 理 協 同 組 合 

 

   

  
 

 
 

式次第 
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平成２１年度 通 常 総 会 次 第 

 
と き : 平成２１年６月５日 １２時００より

ところ : 札幌コンベンションセンター 

 

 
総会進行 専務理事 石上 剛

 

１．開  会 

 

２．理事長挨拶 

 

３．総会成立報告 

 

４．議長選出 

 

５．議    案                      

第 1号議案 平成２０年度事業活動報告について 

 

第２号議案 平成２０年度貸借対照表並び財産目録 

            及び収支決算報告 

 

   第３号議案 平成２０年度収支決算監査報告 

 

   第４号議案 平成２１年度事業活動計画(案) 

 

   第５号議案 平成２１年度収支予算(案) 

 

 ６．役員改選 

 

 ７．そ の 他 

 

 ８．議長退任 

 

 ９．閉会宣言 
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第１３回 北海道自動車処理協同組合総会 
 

 懇 親 会 
 

  * * * 次 第 * * * 

 
 

1.開  会               司 会  副理事長 佐藤  正良 
                                    
2.理事長挨拶                                             南   可 昭 

 

3.来賓紹介                             常務理事 佐々木  力 
 
4.来賓挨拶 

経済産業副大臣                           吉川 貴盛 様

総務副大臣                      石 崎  岳 様
北海道環境生活部環境局次長                  真藤 邦雄 様

日本自動車販売協会札幌支部長                 柿 本  純 様
                                

5.祝電披露                             
 

6.祝  杯    

日本鉄リサイクル工業会北海道支部事務局長          渡部 和正 様
 

7.祝  宴                        
 
 

8.乾  杯    

株式会社エス・エス・ジー代表取締役               浜田  泰臣 様

 
 

9.閉会挨拶                         専務理事  石 上   剛 

 

 

日 時 ： 平成２１年６月５日(金曜日) 

場 所 ： 札幌コンベンションセンター 
 

北海道自動車処理協同組合  
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北海道自動車処理協同組合懇親会・ご来賓名簿 
 

 
官庁名・会社名 
 

 
役  職  名 

 

 
御  氏  名 
 

 
経済産業省 
 

 
経済産業副大臣 
     

 
吉川  貴盛 様 
  

 総務省 
 

 
総務副大臣 
 

 
石 崎  岳 様 
     

経済産業省北海道経済産業  

局資源エネルギー環境部 
    

 
次長 

環境・リサイクル課長 

環境・リサイクル課長補佐 
 

  
守島  郁生 様 

渡辺  敏彦 様 

太田 五子賀 様 
 

  
北海道 

 

 
 環境生活部環境局次長 

   〃  循環型社会推進課主任 
 

  
真藤  邦雄 様 

 岡田  朋子 様 
 
〔社〕日本自動車販売 

       協会連合会 
 

  
札幌支部長          

 
 柿 本  純 様 

 
札幌中古自動車販売協会 
 

  
会 長 
 

 
 問谷  功三 様 
  

〔社〕札幌地方自動車整備 

       振興会 
 

  
常務理事 

  
根本  輝治 様 

 
  

札幌オートオークション 

株式会社  
 

 
 代表取締役 

  
土 田  宏 様 

 
   

北海道中小企業団体中央会 
 

  
労働チーフリーダー 

  
柴田  典雅 様 

 
北海道二輪車商業協同組合 
 

  
理事長 
 

  
大村  直幸 様 
  

〔社〕日本鉄リサイクル 

工業会 
 

  
北海道支部事務局長 

 
 渡部  和正 様 

  
 株式会社 テクノ 
    

  
取締役会長 

  
青柳  正男 様 

 
 日本ＥＬＶリサイクル機構 
 

 
事務局長 

 
 多 田  熱 様 

 
 日本自動車リサイクル部品 

  販売団体協議会 
 

  
会長代行 

  
清水  信夫 様 

  
ＮＧＰ日本自動車リサイク 

  ル事業協同組合 
  

  
理事長 

 専務理事 
 

  
大橋  岳彦 様 

 宮地  康弘 様 
 

 
エス・エス・ジー株式会社 
 

  
代表取締役 

事務局長 
 

  
浜田  泰臣 様 

 長谷川 清二 様 
 
〔財〕中小企業災害補償 

    共済福祉財団 
 

  
北海道支社長 

業務課 

  
島野  明夫 様 

藤林  一弥 様 
   

株式会社 新生ゴム 
 

 
 専務取締役 

 
 新田  艶子 様 

  
丸吉金属 株式会社 
 

 
営業課長 

 
 真 田   彰 様 

  
株式会社 日刊市況通信社 
 

 
  編集記者 

  
 三上  慎史 様 
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❀『有限責任中間法人日本ＥＬＶリサイクル機構社員総会』21.6.12.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  日本ＥＬＶリサイクル機構が６月１２日、東京・品川プリンスホテルメインタワーで、平成２１年度定期社員(５１)総

会並び全体集会を開催した。社員をはじめ会員、来賓など１５０名が出席して予定行事を滞りなく行われた。社員

総会の冒頭、酒井清行代表理事は「日本ＥＬＶリサイクル機構(１７年４月設立)」となって４年、任意団体(１２年６月

設立)時代を含むと９年が経過し、１０年目の節目を向かえ「自リ法」の見直し論議などを踏まえ、大きな改革へと一

段と全国自動車リサイクル業界団体としての責任ある組織活動が求められている。と力強い挨拶で行事の開催を

宣言した。なお、ELV リサイクル機構は昨年６月、北海道において全国初の「自動車リサイクル環境フォーラム in

北海道」を北自協(北海道ブロック)との主催で盛大に開催された。今後もＥＬＶリサイクル機構は自動車リサイクル

産業の中核を担うには多くの参加会員の協力が不可欠である。政府が取り組む環境対策の一端として導入した

「スクラップ・インセンディブ」などにより、２０２０年には新車販売の５０％を目指している。更なる、ハイブリット車(Ｈ

Ｖ)・電気自動車(ＥＶ)などのエコ・カーが普及すると思う。 

  ＥＬＶリサイクル機構が３年前から取り組んでいる、「インストラクター制度」の取り組みを強化し、更に、エコ･カー

等のリサイクル率の向上に貢献したい。引き続き平成２０年度事業報告で会社法施行に伴い、有限責任中間法

人から一般社団法人への名称変更と、平成２１年度事業計画議案審議が行われ、満場一致で可決した。 

  全体集会を３０分ほどで終了、引き続き記念講演を中小企業基盤整備機構の西澤民夫ブロジェクトマネージャ

ーが記念講演「成功する新規事業の立ち上げ方」について行われた。 

     

     (寺谷副代表理事による開会挨拶 )                       (酒井代表理事の挨拶 )      

    

        (理事会風景 )                       (南理事長から昨年、北海道で開催した環境フォーラム 

                                            に関する協力にお礼の挨拶をする )      

   なお、ＥＬＶリサイクル機構の総会は社員総会を導入していることから、地域団体から一名が参加、各一個の

決議権で行う。よって、一般会員は発言権はない。当然、社員総会の決議権が有効となるため全体集会で報

告される内容については従わなければならない。全国から全体集会に出席して発言の機会がないことから、一

般会員からの質問を受ける時間を設けていない。一般会員の出席者は逼迫しているリサイクル業界の成り行き
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等を年一度の機会で情報交換を期待して参加するが結果的には講演並び懇親会等に参加して終了した。 

なぜか、講演終了後に、一般会員からの意見などを聞き入れるため、３０分ほど取り質疑を行った。だが、時

間的余裕がなく不満の声が聞かれた。自動車リサイクル法の改正(案)並び６月末までに許可更新を迎える事業

者、更に「スクラップ・インセンディブ」など取り組み課題について、我々業界の直接的議題について全体集会

で関係官庁などと意見交換が必要であったのではないか。とのこえが聞かれた。 

  特に、北自協の南理事長から、昨年、北海道で開かれた総会において、４人の副代表理事が１名となり、代

表理事の責務の代行ができるのか。首都圏から１名以上の副代表を入れなければ、緊急時に誰が出席するの

か。などの意見があった。時間的制約から数名の質問で閉めたが、出席した会員から責任説明に欠けている

のではないか。質疑応答を積極的に行うことで、組織の充実と将来展望が開けると思う。我々リサイクル業界は

異業種など参入により、従来の自動車解体業を行うことが出来ない状況下にある。全国組織が２度３度作られ

たが、短命で解散している。当時、将来を見込んだリーダーがいなかったのか。リサイクル部品販売を軸として

いる団体は近年統一活動が見られるが、本格的共同運営が築き上げられていない様に感じる。ＥＬＶリサイクル

機構は、自動車リサイクル業に従事している業者の全国団体であることから、幅広い活動が望まれる。 

  自動車リサイクル法の施行により、自動車リサイクル業者の線引きが益々問われる。過去を振り向いても時は

戻らないが、やれることはやらなければ参加会員の存続は出来ない。経済産業省自動車課はＥＬＶリサイクル

機構が全国団体として位置づけしている。此度の有限法人から一般法人に移行したことを期に、充実した定款

改正を行い、一般法人日本ＥＬＶリサイクル機構として再出発を行うべきではないか。此度の総会の不手際を

今後の課題として、執行部一丸となって一日も早い組織の立直りを図ることを望む。出遅れは許せない。 

 

平成２１年度定期社員総会並び全体集会、記念講演・懇親会等 式次第 

 

 品川プリンスホテル〔新館〕３４階 釧路 

                                                          １３：００～１４：００ 

 

1. 開会挨拶                              寺谷 副代表理事 
2. 資料確認                              木内 総務部長 
3. 代表取締役理事挨拶                     酒井 代表理事 
4. 議案審議 
   １号議案 

   2 号議案 

   3 号議案 

   その他 

5. 閉会挨拶                               伊丹ブロック会議長  
 
6. 全体集会 

   代表理事挨拶                            酒井 代表理事 

7. 記念講演              演題 「成功する新規事業の立ち上げ方」 
 
8. 懇親会  

   来賓挨拶     経済産業省 製造産業局 自動車課リサイクル室長   荒井   孝 様 

              環境省 廃棄物・リサイクル対策部 自動車リサイクル対策室長代理 

杉本 留蔵 様   

   乾  杯      財団法人 自動車リサイクル促進センター 専務理事  大木 宏高 様 

 



 287

❀『石上車輌（石上剛社長）が、さっぽろ環境賞受賞』21.6・24.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇  
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●主要メーカーの電化技術とその種類 

トヨタ      「ＨＶ」「ＰＨＶ」「ＥＶ」「ＦＣＶ」 世界のメーカーでは、車の電化が進んでいる。 

ホンダ     「ＨＶ」「ＦＣＶ」          ガソリンエンジン車が姿を消す日もそう遠くないだろう。  

日産      「ＥＶ」「ＨＶ」「ＦＣＶ」      

三菱      「ＥＶ」「ＦＣＶ」 

マツダ     「ＨＶ」 

スバル     「ＥＶ」 

スズキ     「ＦＣＶ」 
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❀『有限会社丸一田中商会が「自リ法」の更新に備えて開発行為』21.6.26.◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  〔有〕丸一田中商会は、本年６月に更新時を迎えるにあたり清田区真栄の第二工場の開発行為を行った。本社   

 が清田区北野にあるが隣接に住宅等があることから、第二工場地を１０年前から取得していたが土地の用途が市

街化調整区域で建物等が原則的に建てられないことから、更新時を機会に開発行為を行った。    

   

 

❀『北自協札幌東支部が２１年度の支部会議を開催』21.7.4.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  去る、４日北自協札幌東支部長(〔株〕青木商会高森翼取締役専務)が２１年度初の支部会議を札幌市

内の居酒屋で開催した。２０年度まで札幌支部会議(４７社)で行っていたが、範囲が広いため出席率が

低く、札幌東支部・札幌西支部・空知支部・室蘭支部(室蘭管内６社と北広島、千歳を合体)４支部体制

に移行した。東支部長の挨拶で、高森東支部長は初の支部長を経験することに成りましたので皆様方の

ご協力を頂き２年間を務めますとの挨拶で議案に入った。まず、執行部から南理事長、佐藤副理事長、

田中常務が出席し、南理事長が近況報告(ＥＬＶリサイクル機構)の２１年度の総会報告並び許可更新に

ついて説明がなされた。また、将来的にハイブリット車の普及が見込まれることから、８日の執行部会

議で討議される「低圧電気取扱業務」特別教育の企画について報告があった。また、６月末で締め切っ

た自動車リサイクル法に関する更新について出席者の状況確認が行われ、該当する事業者については無 

 

(北自協札幌東支部勉強会)          「ｒ１３４ａ蛍光剤」が原因ではないかとの意見が出

された。ここで、「ｒ１３４ａ蛍光剤」とはどの様の液体かをインタネットで調べました。 
 冷媒サイクルに注入した蛍光剤は、冷媒ガスに混ざるのではなく、冷媒機油デアルコンプレッサーオイ

ルに混合します。常にＡ/Ｃのサイクル内を微小のミストとなり、冷媒ガスと一緒に循環しているので、も
しリーク箇所があれば冷媒ガスと一緒に蛍光剤が露出して漏れを感知させる液体である。が固まる物質で

あることからフロンガス類の回収時において回収機器内のポンプ類の破損となる。出来れば、オイルセパ

レータを回収車輌等の間につけることが望ました。機器は約３万円前後である。 

土地の坪面積は４８００坪の敷地に建坪１０

０坪の鉄筋の建屋が２５日、建築確認が下り

た。田中陽一社長によると、姉歯問題が発生し

たこともあり、建築条件が強化されパイルなど

の経費が想像以上に加算だ。本来であれば続け

てもう一棟建てる予定であったが、リサイクル

業界の現状を見つめると、少し時間を経過し、

先行きを確認しながら検討する考えだ。 

事終了したことを確認した。当日の出席者は１３社

中４社が欠席をした。冷たいビールを飲みながら現

在の厳しい状況や今後の東支部の活動について忌

憚のない意見交換を行った。本日の収穫は、３０年

以上リサイクル業を行っている事業所が増えてい

ることを踏まえ、次世代による意見交換会が必要で

はないか、との声が上がった。出来れば、月一回程

度で行いとの声で前向きに検討することで、話題が

進んだ。また、フロンガス回収機の故障が頻繁に発

生するとの意見で原因の解明等について、田中常務

から、フロンガスの漏れを予め確認するために、
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❀『北海道道民会議が道庁ロビーで環境行動展を開催』21.7.6・7.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  北海道道民会議は、平成１０年９月５日に発足、概要は本誌７０ページに記載されている目的を踏まえ、廃棄  

 物の抑制と地球温暖化などの防止が大きな趣旨です。発足から１１年を向かえ環境問題等に更なる取り組みを

行う一環として道庁一階のロビーで「Ｌｅｔｓ環境行動展」を行った。北自協は発足時から参加(６８団体)平成１６年

度から企画委員(１６名)を務め環境問題等に取り組んでいる。なお、企画委員会は年４回行われ現在まで４４回を

向かえている。なお、昨年７月７～９日、８年に一回の持ち回りのＧ８主要国国際行事(北海道洞爺湖サミット２００

８)が開催された。 北海道として地元で記念すべき環境サミットが行われたことを記念して、サミットパネル写真が

展示された。 企画委員として、日本自動車リサイクル部品販売団体協議会の承認を頂き、当社(〔株〕南商会)が

取組んでいる「環境リサイクル部品別ＣＯ２削減効果率」の数字表を展示しました。例年１０月実施している「リデュ

ース・リユース･リサイクルの３Ｒ推進月間」利用させて頂きたい。 
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❀『ＳＡＰ北海道ブロックがエコカー等の取扱いに関する講習会』21.7.11.◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  世界的経済不況の回復手段の一環として、自動車産業に大きな期待を踏まえエコカー等の生産に世界的取

組みが順調に進められている。エコカーの普及は単に経済原動力のみならず環境対策に過大な貢献をすると

思う。政府は本年４月から新車買い替え補助金制度「スクラップ･インセンティブ」を導入した。更に、家電等につ

いても「エコポイント」制度を導入した。なお、新車買い替え補助金制度については、別途補足する。 

我々業界において、エコカー車(ハイブリッド車{ＨＶ｝)の普及に伴い対応が急務である。現時点でのエコカー

車の保有は数％と思われるが、急激に発展を視野に事前的予備知識が必要となっている。人気のハイブリッド

車は３００ボルト以上の電流があるといわれている。現在の自動車は１２Ｖ・２４Ｖの電流から数十倍の電力となる。 

自動車リサイクル業がバッテリーの扱いについて先般、労働基準局に尋ねた際、労働衛生法第５９条同法衛 

生規則３６条第４号の法的強制力はないとの回答であったが、下記の特別教育を主催した担当官に尋ねた処、

必要であるとのことである。私として一部の講習内容を見るに、安全・安心作業の観点から教育を受けることが望

ましいと思う。この様ことを踏まえ、各団体等が自主的に勉強会を行っている。北自協の組合員にはＥＬＶリサイク

ル機構がインストラクター制度の事業として８月７日に再度インストラクター士の講習会を行うことになっているが、

当講習会はフロンガスなどを含む講習で、専任講習でないことから特別教育の場を検討する。なお、北自協の組

合員には、部品団体等に加盟していない事業者が多くいることから、予備知識として「低圧電気取扱業務」に関

する特別教育を企画している。 

この度、〔株〕ＳＡＰグループ北海道ブロック長(渡辺政則)が、〔有〕会田車輌の社屋においてエコカー車等の取

扱いに関する特別教育を行った。冒頭、渡辺ブロック長から本日の特別教育についての概要説明が行われ開催

された。講師には、ＳＡＰグループ生産部長兼教育長(手嶋昭良)が座学とパワーポイント並び実物教材・現車を用

いて特別教育を行った。北自協として講習会を傍聴させて頂いた。 

私が受けた感覚は、法的規制の有無ではなく、入庫した(ＨＶ)車の取扱いを間違えると重大な事故等に繋がる

ことを感じた。まず、電圧が３００Ｖ以上であること。［２６４ページのオレンジフック］の脱を怠ると大変危険である。 

入庫時の初歩的取扱いからバッテリーの脱までの工程を従事する社員が理解していなければならないことを教

わった。更に、部品として再販する際の取扱いについても理解していなければ販売後トラブルが発生することも教

わった。最終的に特別教育が必要であることが把握出来たので講習会に向け理事会等に掛ける。 

     

(座学風景)                                    (実技講習) 

※ 新車買い替え補助金制度とは 

補助金は、最初の登録から１３年超の古い車を廃車にし、環境基準を満たした車に買い替えれば最大２５万

円を支給。廃車を伴わなくとも最大１０万円を助成する。政府による新車買い替え補助制度の受け付けが１９日

に始まる。４月にスタートしたエコカー減税と合わせると、ハイブリッド車（ＨＶ）は４０万円以上も安く購入できる。

景気低迷で新車が売れないため、自動車業界の期待も大きい。条件等について、販売先と登録条件等でトラ

ブルが発生している。 
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❀『２１年度フロン・エアバッグ適正処理普及講習会に備えて』21.8.7.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 ＥＬＶ機構主催のフロン･エアバッグ適正処理北海道ブロック講習会に備えて補助員の技術講習会が、

札幌市白石区(〔株〕協栄車輌)で開催された。平成１９年度にＥＬＶ機構が自動車再資源化協力機構の

委託事業の一環として、インストラクター制度(本誌２１３ページ)を創設した。なお、２０.３.１３. (本

誌２３９ページ)にＥＬＶ機構「インストラクター全国大会」が東京都内で開催された。当大会では、有

資格者５１人が顔写真入りの認定証の交付を受けた。 

  此度の適正処理普及講習会は全国６ブロックに分け、北海道ブロック(伊丹伊平ブロック長)が最終と 

なった。講習会に先駆け当講習会を北海道地区一円に会員外にフロン類回収業者に１０月から各支部の 

インストラクターが中心となって講習会を行って行くため、北自協南可昭理事長が冒頭に挨拶を行い開 

催された。なお、講習会の目的はフロン類・エアバッグ類の回収破壊等が趣旨であるが、「自リ法」によ 

る「預託金」の正しい運用がなければ次の工程に取り組めないことから、来賓として、主務省庁から北 

海道経済産業局・北海道環境事務所、並び講師には自動車促進センター・自動車再資源化協力機構、ト 

ヨタ自動車(メーカー)フロン回収機器扱い業者等の出席で行われた。 

「自リ法」による「預託金」の運用には破砕クズ(シュレッダーダスト)、フロン類回収破壊、エアバッ 

グ類回収破壊等に関する３点が製造者責任として義務付けされている。「預託金」等の運用等については

主務省庁が指導を行い、実務的運用を外郭団体(自動車促進センター・自動車再資源化協力機構)等に委

嘱して行っている。 

此度のフロン・エアバッグ類については、再資源化協力機構委託を受け環境汚染並び破壊物である物品 

等を全国的に回収するため、インストラクター制度の導入をＥＬＶ機構に協力要請を受けた。全国組織

である「一般社団法人日本ＥＬＶリサイクル機構」として、加盟会員は基よりフロン類回収業者(登録者)

等に担当行政並び外郭団体等の側面から協力するためにインストラクター制度を受けた。 

北海道ブロックとして、「自リ法」の趣旨に従い道内における該当事業者に回収破壊の情報等を徹底す 

るために貢献する。本年４月から政府は経済効果の一環として「買い替え補助金制度」を導入した。 

目的は、経済効果の起爆剤は基より、大気汚染等を防止するためにエコ自動車の普及が目的と思う。 

正確は把握していないが、一台の未回収の使用済自動車と一台のエコカー普及ではフロンガスの未回収  

 が環境汚染等に与える影響は過大であると思う。フロンガスが与える地球温暖化は過大である。自動

車リサイクル業界に過大な責任と使用済自動車の取扱いに関する責務が課される。インストラクターと

しての認定を受けた方々は将来的に環境やリサイクル等に重要な役割を踏まえ業界の指導者に成らなけ

ればならない。 

   

(フロン･エアバッグ類回収破壊等の座学講習会) 

 

 

 

此度、行われた講習会は北海道ブロックにすで

に４名が認定を受けているが、全道のリサイク

ル業者に幅広い情報を行うためには少なく新た

に６名を補充した。なお、会田委員を総括する

ことに定め１０名で各支部を網羅する。 
 場合によっては隣接のインストラクターが協

力を行い事業活動に貢献する。将来的には，資

格制度の導入まで発展することも視野に活動し

て頂きたい。 
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① 促進センターの担当官が移動報告等について説明を受けた。「自リ法」が施行され５年を経過専任
業者において誤記入は減少しているが、本年４月から取り組んだ「買い替え補助金制度」の導入に

よって、ディーラー等の販売店などで「引取報告」が多く扱うことによって「買い替え補助金制度」

に該当する車両等の扱いにトラブルが生じているとの報告を受けた。② フロン類の回収方法につ

いて座学の講習を受け、回収工程は一般的に簡単事業であるが精緻なシステムで行わなければ回収

機器の破損や回収時間をついやすこととなる、との座学を受け実習を受けた。まず、フロンガスの

回収に際しては、「高圧ガス法」に該当することから原則的には資格が必要となるが、全国規模の

フロン回収業者に資格等に義務付けすることは時間的に難しいことから「使用済自動車」等からの

フロン類の回収については、特例で「フロン回収破壊法適合(通商産業省告示第１３９号に基づく

適合性自己認証製品)」のステッカーが貼られている回収機器については回収が可能である。 

   なお、フロンの回収に際して、近年、漏洩を防止するために蛍光液等を予め注入していることか  

  ら回収機器の故障の原因となっている。使用済自動車から直接回収機器につなぐことなく、熱交換

機能付オイルセバレータを付けることが望ましい。また、回収ボンベを冷やすことにより回収時間

の短縮に繋がる。などの実践講習を受けた。 

    

② エアバッグ類の回収破壊等について、再資源化協力機構の担当官から座学で講習を受けた。回収作
業等については度々講習を行っている。④ トヨタ自動車ＣＳＲ環境部並び豊田メタル〔株〕リサ

イクル研究所担当官から昨年(２６４ページ)につづき「ＨＶバッテリー」等の回収事業について座

学で講習を受けた。 

  最後に総括的テストを行い、講習会を終了した。一部の地域からテストの実施についての有無の意

見があったが、一般ユーザー等から預かっている「預託金」等の運用について明確にするための目

的を踏まえてのこととインストラクターの責任を位置づけすることが狙いである。引き続き、エア 

   

 

(タスコジャパン〔株〕の講師を受けるインス
トラクター各位) 

☜

バッグ生地のリサイクルについて寺田紡績〔株〕

の説明を受けた。引き続き、北自協理事会を開催

した。本日の研修会を終えて、各支部の講習会の

開催等についての日程。ＥＬＶ機構の事業報告。 

９月１日、防災の日に伴う札幌市から協力要請に

ついて、佐藤副理事長から説明を受けた。訓練用

車両提供は大型バス１台、普通乗用車１５台の提

供依頼を受けていることから、札幌東支部・札幌

西支部が協力することで解決した。 
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❀『２１年度全国防災の日に北自協札幌支部が参加』21.9.1.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

札幌市総合防災訓練に本年も参加した。「全国防災の日」とは１９２３年９月１日の関東大震災に因

んで制定された記念日であり、日付はその９月１日である。９月１日は年にもよるが、二百十日になる

ことが多く、“災害への備えを怠らないように”との戒めを込めて１９６０年に制定。この頃に台風が

来ることも由来の一つ。制定の前年(１９５９年)には伊勢湾台風が襲来していた。 

１９２３年(大正１２年)９月１日、関東地方南部を襲った大地震により、死者・行方不明者１０万５

千余り、家屋の全壊１０万９千、焼失２１万２千という未曾有の大災害がもたらされた。被害総額は当

時の国家予算の１年４カ月分に達するといわれた。東京･横浜をはじめ都市部では地震後に発生した火

災のために被害が著しく大きくなった。近い将来、同様な災害が発生するとの話が聞かれる。 

   此度の防災訓練には札幌市南区、豊平区、東区を流れる豊平川(とよひらがわ)河川と札幌市中央区の

繁華街である薄野の中心部の二箇所で大規模実践的訓練が行われた。北自協の役割は地震等による交通

網の緊急回復が主たる目的である。災害救助活動には、上空から警察や自衛隊ヘリによる原状把握から

始まる。また、バイク等の現地確認も効果がある。交通機関の回復如何によって負傷者の被害を最小減 

 に防げる。主要道路が陥没などで交通が阻害したことを想定して、豊平川に第１１師団特科による仮設

橋設置(１２０ｍ)する。 

  

    

横転した大型バス等の車内から負傷者を救出するために屋根の部分を水圧ガッターで切断している

状況を大型移動映像車で来賓等に随時紹介した。 
なお、繁華街の訓練には地下街や地下鉄などによる大災害等「複合災害」を想定して行った。繁華街

である訓練には「全日本高速道路レッカー事業協同組合(JHR)佐藤正良理事長」の北海道支部が訓練に
参加した。繁華街の訓練状況も合わせて移動映像車で、リアルタイムで送られてきた。参加団体は次ペ

ージにある６３団体で延べ１８００名が協力し防災訓練は終了した。 
近年の地震等による災害を踏まえて年々訓練の規模が拡大されている。北自協は訓練車輌大型バス一

台乗車１５台を提供する。 
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平成２１年９月１日(火曜日) 
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    北海道自動車短期大学･交通科学総合研究所 

最新エコカー講演会 

❀『急速に開発されるエコカーの取り組み』21.9.6.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

  日本自動車販売協会連合会などが４日発表した８月の新車販売台数ランキングは、トヨタ自動車の

ハイブリット車「プリウス」が２万１６６９台で、３カ月連続の一位を守った。軽自動車の販売も持

ち直し、上位１０位に入った軽自動車は５車種で、７月の３車種から増えた。 
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❀『平成２１年度北海道警察災害警備訓練』21.9.8.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

   ９月８日、札幌市南区真駒内、北海道警察学校敷地内及びその周辺で、災害警備訓練が行われた。 

午後１時３１分、札幌市中心部を震源とするマグニチュウム７の地震が発生し、札幌市内で震度６強    

の強い揺れが観測されたほか、小樽では釣人の海中転落事案が発生したとの想定で訓練が行われた。 

    訓練開始の合図により、訓練統裁官(警察本部長)並び北海道副知事が道警のヘリコプターにより訓

練会場に緊急輸送により集合した。機動隊長から訓練統裁官に訓練開始の報告を行い開催された。北

海道は全国的に大規模の地震や災害が少ないが本日午前１時２４分ごろ、日高地方などで地震があり、

日高管内浦河町で震度４を観測した。本部通信室と訓練現場を移動用の大型ビジョンで、リアルタイ

ムで小樽会場並び南区会場を来賓等などに随時説明を行った。なお、高速性・高視界性・高機動性を

生かし、数多くの災害警備、山岳遭難、その他犯人の検挙や悪質交通違反の取締りなど、幅広い警察

活動に成果を上げている警察ヘリコプター(ぎんれい２号)が上空から災害状況を報告してくる。 

   なお、当日訓練には、道警をはじめ札幌市消防局など計５機関の約２３０人が参加。北自協として
も訓練車の提供とレッカー車２台が訓練に参加した。更に、訓練用車輌(大型バス並び普通車)等につい

ては、北自協副理事長並び全日本高速道路レッカー事業協同組合理事長である「〔株〕協栄車輌佐藤正

良」が、提供し訓練に貢献している。年々、災害訓練の密度が高まり参加機関や住民等に災害時の救出

などのガイドラインが鮮明になっている。なお、９月１日から１０日まで国内で４９件の小地震が発生

している。 

 

                

     

 

(車内から負傷者を救出する訓練) 

(大型移動ビジョン) 
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❀『災害訓練の恒常化とレッカー車の装備の拡大』◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  私が自動車関係業界に転職したのは、昭和４６年ころでする。独立が４８年で一台の中古４トン車を

改造してレッカー車を作りました。当時を思い浮かべるとレッカー車の作業性能は大きな飛躍されまし

た。故障車や事故車をけん引する際、機械的装置がないため吊り上げる部分に傷や破損などのトラブル

が発生し大変困りました。その後、機械的改造が為され抵抗なくけん引作業ができるようになりました。 

  当時は車内に閉じ込められた搭乗者の救出には困難を極めました。まず、負傷者等を救出するのには 

手順があります。救出することは、自力で脱出が出来ない状況下にあることです。通常であれば自力で

ドアーを開けて脱出するのですが、事故等で車内に閉じ込められた場合には脱出は不可能な状況です。 

外部からの援助が必要となります。救出までには多くの時間が必要とする場合、自動車はバッテリーで

エンジンを作動して、動かすのは燃料(ガソリン並び軽油・プロパンガス)などです。特に、前面部等が

破損している場合バッテリーが破損、火災等の原因となり救出中に車輌等が火災に巻き込まれことがあ

ります。救出作業と平行にバッテリーをつり除くことが鉄則です。互いに各自の自動車にガラスなどを

割る工具を搭載して置くことが必要です。ドアーガラスを割る場合には、ガラスのはじの部分を叩いて

割ること。真ん中の部分を叩いても簡単には割れません。また、シートベルトが外れないことが有りま

す。その際にはカッター並びハサミなどを予め装備していることを進めます。 

     
(横転している大型バス内から救出者を救助後、道路の回復を行うレッカー作業) 

❀『災害時における緊急出動連絡網』◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  当組合は、平成１８年１１月７日、北海道警察本部(１６３Ｐ)と災害時に事故車両並び道路の障害を

阻害している瓦礫などの除去を行うために「災害時における支援協定」を締結した。 

  なお、災害時において出動する際の手順は、道警本部との協定により、出動要請を北自協災害対策本

部に一報を受け、北自協総括本部長から本部長並び副本部長に伝達する。両副本部長は地域担当の常務

理事に該当支部長に出動命令を行う。 

 当組合から出動する機械類は、ユンボ・ユニック付大型車(１１トン)並びユニック付中型車(４トン) 

 要請よっては、ショベルカーなど。 

 

※ 主たる作業は道路上に置かれている、障害物(自動車並び枯れ木)等の除去。パイプラインの
確保によって、緊急車輌等の通行を円滑にすることに努める。 
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災害時における出動指示は、災害対策本部から道警本部を通じ

て、当組合緊急対策本部に発令される。当組合は１６４Ｐの道警災

害に関する支援協定書に従い行動に入る。 
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❀『第４回不法投棄対策工学講座シンポジウム』21.9.11.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

   去る、９月１１日北海道大学クラーク会館講堂において第４回不法投棄対策工学講座シンポジウムが

開催された。当、シンポジウムは学識経験者など関係官庁並び大手企業が参加して全国的に発生してい

る廃棄物の処理並び不法投棄の絶滅を目的に平成１８年１０月に開設した。 

第１回から第４回に至るシンポジウムをこの度閉め１０月に報告書が作成される。４回のシンポジウ

ムを纏めることを踏まえ、「不法投棄現場修復対策のフォローアップー望まれる技術と制度―」につい

てのシンポジウムが開催された。 

○ プログラム 

１.挨拶(１３：３０～１３：３５)………不法投棄対策工学講座  客員教授 西 則雄 

  第１部 ３年間の活動の総括 

   ２.不法投棄対策工学講座の活動総括(１３：３５～１４：０５) 

                   ………不法投棄対策工学講座    助  教 金 相烈 
   質疑応答(１４：０５～１４：１５) 

   ３．活動成果の評価と成果活用の期待(１４：１５～１５：１５) 

………各寄附会社の代表者 

   ４．フォローアップの必要性(問題提起) (１５：１５～１５：３５) 

                   ………循環計画システム研究室 助  教 石井 一英 
休憩 (１５：３５～１５：５０)  

第２部 今後の展開―不法投棄現場修復対策のフォローアップ― 

 ５．パネルディスカッション(１５：５０～１６：５５) 

   コーディネーター：古市 徹 (北大、循環計画システム研究室 教授) 

   パネルリスト 

   和田卓也(〔株〕建設技術研究所)、峠和男(〔株〕大林組)、西田憲一(三重県)、 

   鎌田啓一(前青森県)、石井一英(北海道大学)、計５名 

 ６．挨拶(１６：５５～１７：００) ………循環計画システム研究室 教授 古市 徹 

 

個人的な意見として、廃棄物問題は日本経済の産物と思う。日本経済は「大量生産」「大量破壊」 

「大量消費」により発展してきた。そのつけを補うのが循環型社会基本法ではないか。過去の廃棄物 

は現代の時代にリサイクルすることが必要である。問題は今後、廃棄物等の不法投棄の監視体制の強

化並び廃棄物の定義についての一般認識を求めたいと思います。         

    

(フォーラム会場)               (パネルディスカッション) 
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❀『株式会社マテック釧路支店、西港工場落成祝賀会』21.9.12.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  ９月１２日、〔株〕マテック釧路支店リサイクル施設の完成祝賀会に出席した。 

 

 

 

当釧路支店は、これまで帯広や道央圏の素材等を帯広支店に持ち込んで、使用済自動車並び廃棄物

付着金属くずなどが釧路で一貫リサイクル可能となり、さらに隣接(３００ｍ)する船積み場から製品を
国内外に出荷でき、輸送コストとＣＯ２排出の削減にもつなげる。釧路市西港４丁目の敷地３万３０

７７平方㍍に工場を建設。３月から本格的操業を開始した。工場設備はギロチンプラント、シュレッ

ダー、非鉄金属選別ラインなどを建設した。人員は松原誠二支店長以下２４人。落成披露宴には全国

から３００人ほどが出席した。 
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❀『北自協札幌西支部が２１年度の支部会議を開催』21.9.13.◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  去る、９月１３日北自協札幌西支部長(〔株〕鶴岡車輌鶴岡敏雄社長)が２１年度初の支部会議を余市

町旅荘あゆ見荘で開催した。西支部は１３社であるが当日は６社が出席した。少し残念だが今年度の支

部活動について鶴岡支部長が提案された。冒頭、南理事長から現状報告を兼ねて組合活動のお礼を申し

上げた。①今年度の北自協の事業活動について②共同出荷、購入等について③ＥＬＶ機構関係について

④ＨＶ車(ハイブリット)、ＥＶ車(電気自動車)等の取り扱いに関する勉強会。例えば、低圧電気取扱、

特別教育講習会の開催などが上げられた。その他の討議事項として、⑴１０月９日に開催される、フロ 

  
⑶北海道庁並び札幌市と緊急時に協力体制を構築するために協定が必要ではないか。などの意見が上が

った。⑷本年４月から開始された「買い替え補助制度(スクラップ・インセンティブ)」の導入によって、

販売店との取引がない事業所は従来の低年式の入庫が減少しているとの声が聞かれた。来年、３月末に

は終了することになっているが、新政権において引き続き施行された場合の影響は避けられない。なお、 

エコカーの普及に伴う対策が必要となってくる。北自協として、「低圧電気取扱業務講習会」が必要で

はないか。などの忌憚のない意見交換会が行われ次回は札幌市内で行うので余市方面の皆様方の出席を 

お願いすることを鶴岡支部長が閉めた。 

 

   

ン・エアバッグ類の講習会について意見が出され

た。当講習会に関しての必要性等について明確し

た位置づけ。強制的に出席が必要であるのか。参

加が必要であればインパクトのある出席文章が

必要ではないか。受けても受けなくともよいので

はないか。曖昧な文書に受け止めているので参加

者が少ないのではないか。⑵災害訓練等について

質問が出された。組合員からの訓練車両等につい

て協力は惜しまないが、組合員も実践的に参加で

きる環境も必要ではないか。 


